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新型コロナウイルス感染症（COVID-19）のパンデミック（世
界的大流行）が発生するまで、世界では人間開発指数
（HDI）がかつてないほどにまで高い水準に達していました。
人々はおしなべて、以前にも増して健康で豊かな生活をよ
り長く謳歌しているように見受けられました。しかし水面下
では、人々の心のなかに、自らの安全が脅かされているの
ではないかという不安感（＝人間の安全保障の喪失感）の
高まりも根づきつつありました。実際、コロナ禍の数年前か
ら、すでに世界で7人に6人までもが内心の不安を抱えて
いたと見られています（図1）。しかも、人々のこうした不安
感は単に高い水準で推移したばかりか、データの取れたほ
とんどの国でさらに上昇しており、HDIが最も高い国々の中
には、急激な不安感の高まりを示すところもありました。

そして今、パンデミックは世界のあらゆる人々の暮らしに影
響を及ぼし、私たちの福祉にかかわる全側面を危うくすると
ともに、全世界に深刻な恐怖をもたらしています。その結
果、HDIの指標は初めて下落に転じました。それも劇的に
でした。このような数値の下落は、最近のグローバルな危
機のいずれに際しても見られなかったものです。パンデミッ
クによって全世界で数百万人が新型コロナに感染し、命を
失いました。コロナ禍はグローバルな経済を根底から覆し、
教育がもたらす夢の実現を阻み、ワクチンの供与や治療を
遅らせ、人々の生命や生活を混乱に陥れました。2021年
になると、平等な分配とまではいかないまでも、ワクチン接
種の機会は広がり、多くの国で経済の復興し始め、学校も
部分的に再開できるようになりました。それでも、健康面で
の危機は深刻さを増し、出生時の平均余命でもさらなる下
降が見られました。そして私たちの新たなシミュレーションに
よると、新型コロナの影響を織り込んだ調整済みのHDIの
数値が、過去5年分の前進を取り崩さねばならない水準に
まで落ち込んでいることがわかりました（図2）。

もとよりコロナ禍が人々の不安をさらに掻き立てたであろうこ
とは容易に理解できるところです。しかし、一方では人々の
暮らし向きが全般に改善していっているにもかかわらず、こ
と自らの安全保障については大多数がかなりの不安感を募
らせているというこの驚くべき矛盾の裏には、いったい何が
あるのでしょうか。今回の報告書は、この問いに答えること
を目的としています。それにより、今後、人間開発が人間
の安全保障の阻害につながるといったパターンが繰り返さ
れることのないようにできるのではないかと考えたからです。

人間開発と人間の安全保障が乖離を始めた背景には、人
新世の時代、すなわち人間の活動が地球の営みに攪乱を
及ぼす時代の到来が浮かび上がります。経済成長ばかり
を重視し、公平な人間開発には十分に目配りをしなかった
従来の開発アプローチの結果、世界に著しい不平等が生

まれ、その格差はさらに拡大していきました。地球と人類の
関係は不安定化し、地球自体の危機も増していきました。
気候変動はその一例であり、新型コロナも同様といえるで
しょう。実際、『人間開発報告書2020』では、得てして高
いHDIを記録した国は何だかのかたちで地球を危機的な
方向に押しやる圧力にひと役買っていることを明らかにしま
した。いまや私たちは、気候変動や感染症の頻発のみな
らず、生物多様性の損失や、熱帯の森林から海洋に至る
まで、貴重な生態系に対する脅威にも直面しています。私
たちは開発を追求するあまり、自分たちが自然の一部であ
ることを無視してきました。そういった開発の副産物として、
新たな健康上の脅威や食料に関する不安の増大や災害の
頻発など、多くの新たな脅威に直面することになっているの
です。私たちの開発のパターンそれ自体が人間の安全保
障を悪化させているという認識から、私たちは人間の安全
保障の理念を再考し、それが人新世の時代にどのような
意味合いを持つのかをしっかりと把握することが必要となっ
た理由がここにあります。

1994年に導入された人間の安全保障というアプローチは、
安全保障の議論の焦点を国家の領土的な安全保障から
人間一人ひとりの安全保障へとシフトさせました。その後、
この理念は、2012年には国連総会決議で支持をされ、さ
らに安全保障の研究者や政策立案者に対し、安全保障の
対象を国民国家の保護にとどまらず、人々の基本的なニー
ズや身体的完全性、人間としての尊厳など、私たちの生
活にとってきわめて大切なものを守ることまでも見据えるよう
呼びかけました。そこでは、人々が恐怖からの自由、欠乏
からの自由、尊厳をもって生きる自由にかかわる権利が強
調されました。安全保障と開発、それに個人やコミュニティ
の保護やエンパワーメントの間に密接な関係があることも明
らかにされました。今回の報告書は、人新世の時代という
コンテクストのなかで相互に関連し合う新しい世代の脅威
が人間の安全保障にいかなる影響を及ぼし、私たちはそ
れにどのように対応すればよいのかを検討するものです。

報告書の第1部では、人間の安全保障という理念を用い、
開発を単に人々のウェルビーイングの側面だけで評価するこ
とで生じる盲点を明らかにするとともに、人新世という背景
のなかで今までにない新たな課題の数々に取り組む上でこ
の枠組みをさらに充実したものにしていくための方法を提案
します。第2部では、人新世の時代ならではの人間の安
全保障に対する４つの脅威、すなわち、デジタル技術の負
の側面、暴力的な紛争、水平的な不平等、保健システム
への新たな課題について論じます（図3）。これらの脅威の
根底にある個々の問題自体は取り立てて新しいものではあり
ませんが、人新世の時代という新しいコンテクストの中でそ
れぞれの脅威が顕在化するその表れ方や、時間の経過と
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図1：全世界で大半の人々に広がる不安感

出典：World Values Surveyのデータをもとに、人間開発報告書室（HDRO）が作成。
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ともに脅威が相互に絡み合い、積み重なっていく様子のな
かに新たな特質を見出すことができます。現状では開発の
取組においてこの点がしばしば見失われ、政策の策定や
評価にあたっても、もっぱら個々の問題が縦割りで対処され
ることが多いのが実情です。

新型コロナのパンデミックは、こうした課題の相互関連性を
さらに可視化し、人間の安全保障に対する新たな脅威の
蓄積を露呈させています。人によって苦悩や被害に大きな
格差が生じていることも広く報じられているとおりです。例え
ば女性は、リモートワークへの移行の影響をまともに受けが
ちですし、女性自身に対する暴力は急増しています。非
正規の労働者は社会的な保護の仕組みの枠外に取り残さ
れています。都市部の貧困層は特に健康と経済の両面
で、コロナ禍による大きな打撃を受けています。それでも、
新型コロナは人新世という新たな時代のコンテクストを映し
出すほんの一つにすぎません。報告書では、人新世を背
景とした脅威の規模について、斬新な研究と分析を紹介し
ています。
・ �飢餓は広がり、2020年には約8億人に達し、現時点で
は約24億の人々が食料安全保障の危機を抱えている
状況です。もっとも、これは2019年よりも前からずっと蓄
積されてきた社会経済や環境の問題にも起因していて、
2020年と2021年には新型コロナのパンデミックによって
危機がさらに増幅した結果でもあります。

・ �気候変動は引き続き人間の生にとってかけがえのない中
枢部分に影響を与えていくことになるでしょう。今後、一
定の緩和努力を想定したシナリオでも、いまから今世紀
末までの気温上昇により、開発途上国を中心に、全世
界で約4,000万人が命を失うおそれがあります。

・ �強制的な移動を余儀なくされた人々の数はこの10年間
で2倍に膨れ上がり、2020年には8,240万人という記録
的な水準に達しています1。よほど気候変動の緩和が進ま
ない限り、人々の強制移動はさらに加速しかねないこと
が分かります2。

・ �デジタル技術は、人新世の課題への対処に大きく寄与
する可能性がありますが、急速なデジタル化に伴い、
不平等や暴力的紛争などに関わる既存の問題をさらに
悪化させかねない脅威も生じています。コロナ禍は生産
的経済のデジタル・シフトを加速させる一方で、サイバー
犯罪も急増し、その年間コストは2021年末までに6兆ド
ルにも上ると見られているからです。

・ �紛争によって被害を受けた人々の数も記録的な数字に
達しています。現時点で紛争影響地域には約12億人
が暮らしていると見られますが、そのうち5億6,000万人
は脆弱な環境下にないことから、異なる形の暴力的紛
争が広がっていることも分かります。

・ �不平等は人間の尊厳を傷つけます。多様性が容認され
ない社会では、特にレズビアン、ゲイ、バイセクシャル、
トランスジェンダー、インターセックスの人々、およびその

図2：人間開発指数はコロナ禍で未曽有の低下

出典：人間開発報告書室（HDRO）
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他の性的マイノリティのメンバーが身の危険を感じていま
す3。実に193か国のうちの87%で4、これらの人々のアイ
デンティティが認められる権利も、完全な市民権も持て
ずにいるからです。

・ �女性と女児に対する暴力は、女性のエンパワーメントを
否定する最も残忍な行動のひとつです5。はっきりと分から
ない形の暴力やいわゆるマイクロアグレッションが積み重
なり、レイプや女性殺害といった深刻な暴力にもつな
がっています6。2020年には、4万7,000人、つまり平均
すると毎日11分ごとに一人の女性が親密なパートナーや
家族によって意図的に殺されています7。

・ �保健システムの普及度という観点で見ると、HDIの高位
の国と低位の国の間で大きな格差があり、しかもその隔
たりはさらに広がる一方にとなっています。保健システム
が弱く、十分に行き渡っていない国では、非感染症や
パンデミックの影響の拡大という、健康面での最大の課
題にも直面しています。

この報告書は、人新世という新たな時代のコンテクストの下
で相互に絡み合いながら広がっている新世代型の脅威に
直面する中、人間の安全保障という枠組みをさらに拡大す
るよう訴えています。そして、緒方・セン報告書（2003年）
で提案された「保護」と「エンパワーメント」という人間の安
全保障戦略に、「連帯」を追加することを提言しています8。

連帯とは、人新世における人間の安全保障においては、
これまでのように個人やそのコミュニティの安全を確保するこ
とにとどまらず、制度や政策を通じ、地球上の全ての人々
の間の相互依存や、さらに地球と人々の間の相依存の関
係までをも体系的に考慮しなければならないのだという認識
を指します。私たち一人ひとりが欠乏からの自由、恐怖や
不安からの自由、そして人間としての尊厳の中で暮らすた
めには、3つの戦略を全て展開しなければなりません。人
新世の時代にあっては保護とエンパワーメント、そして連帯
という戦略が一体となって初めて、人間の安全保障の前進
を図ることができるようになるからです。この枠組みの核心
をなすのは、「人間の行為主体性（Agency）」、すなわち、
人が自分なりの選択をしたり、集団的な意志決定に参加し
たりする際に、それが自分の福利を増進するかどうかは度
外視し、一定の価値観を持ってコミットメントをし、しかるべ
き行動を取る能力）です（図4）。人間の行為主体性を強
調することによって、私たちは人間の福祉の側面の成果だ
けで政策の評価や進捗状況を検討してはならないことを想
起することになるはずです。また、こうした行為主体性に
着眼することで、人 を々エンパワーすることを無視して保護
だけの政策をとってしまったり、連帯するのだと言いながら
一部の人々の保護を置き去りにしてしまったりといった落とし
穴を避けるためにも役立ちます。

人間の安全保障の枠組みを充実させるための今回の提案

図3：人間の安全保障に対する新世代型の脅威

出典：人間開発報告書室（HDRO）
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は、人間が抱く不安感が、他人への信頼の低さに関わる
もので、各人の経済状況とは無関係であるという、極めて
特異なコンテクストの中で行われています9。人間の安全保
障に大きな懸念を感じている人々は、他人を信頼できない
と考える可能性が3倍高く10、この傾向はHDIの最高位グ
ループの国で特に強くなっています。信頼は多面的で、日
常生活には欠かせないものですが、こうした観点から見る
と、人々の間、人 と々制度の間、そして国々の間の信頼
は、人間の安全保障を高めるための保護とエンパワーメント
と連帯に関する戦略の実施を可能にすることも、逆にそれ
を妨げることもあり得ることがわかります11。

人新世という時代のコンテクストの下、人間の安全保障に対
する相互に関連し合った脅威に取り組むには、未知のものに
向き合う際の謙虚さは保ちながらも、対処すべき課題の規模
に見合った大胆なアジェンダを掲げることが求められます。そ
の逆は、安全保障のためのアプローチとはいっても断片的
で、その場合は、人 を々平等に支えることはできず、どうして
も受動的となり、後手に回り、長期的には効果のないものとな
るでしょう。ですが、この報告書で取り上げたような、より充
実した新しい人間の安全保障の枠組みに私たちが永続的
かつ普遍的に注意を注ぐことによって、人間開発につれて人
間の安全保障が損なわれるという、コロナ禍や気候変動、さ
らには人新世の時代の幅広い困難のなかで生み出された道

筋に終止符を打つことができるのです。

「持続可能な開発のための2030アジェンダ」と「持続可能
な開発目標（SDGs）」は、国内においては（地方のレベル
から全国レベルに至るまで）あらゆるレベルの対策と結びつ
き、かつ、国際社会をも動員できる一連の多面的で野心
的な目標を定めています。しかし、そのための取組は依然
として断片的であり、気候変動や生物多様性損失、紛
争、移住、難民、パンデミック、データ保護といった問題
を個別に取り扱っているのが現状です。私たちはこれらの
努力を強化していかなければなりませんが、人新世という
時代のコンテクストを踏まえるならば、縦割り型の対策では
十分ではありまえん。ここでは断片的な取組み脱し、世界
人権宣言や国連憲章といった国連の原点となる文書で掲
げられた原則を再確認することは欠かせません。これらの
原則は人間の安全保障の理念の基盤となる中心的な考え
方でもあります。国連事務総長の『私たちの共通の課題
（Our Common Agenda）』にもあるとおり、人新世という
時代においてこのような行動を取ることは、連帯ということ
に体系的、永続的かつ普遍的な関心を仕向けることを意
味しています。それは、任意の慈善活動でも、集団の利
益に個人を埋没させる行動でもなく、「人類としてのまなざし
（the eyes of humankind）」を通じて人間の安全保障を
追求するための必要条件にほかならないのです。

図4：人新世に向けた人間の安全保障の充実

出典：人間開発報告書室（HDRO）
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